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相模湾冷湧水生態系に関する生態学的知見

太ｍ　 秀＊1

｢ しんかい2000」の19郎年度相校湾初鳥南東沖Ａ海域でのタイプg225-227,  1987

年度の祠海域のダ４プ#316 およぴ1988年度のli】海域タイプ£381ならびに狆ノ山堆

市西剖急崖部へのタイプ＃382の潜航は，冷湧水底生生物群集の観察と採集の他に.

・ 集の生理活性測定，寄生生勧のsJi究，堆111物および祠陸水採収，冷i勇水性プラン

クトンの採ｌ 作業，主謇生物についてヘモグロビンなどの系続学的 一生理学的特性

の励|究．環境ll定ならぴに座状のステレオ写真測lilなどを主目的とするものであっ

た．これらの潜航には，水中音響トランスポンダーと深淘111フラーンシャーを組み合

わせた水中標ａ や，栢密地中温度記露ｉ などが|司発・活用された．

また．ハオリムシ２柯，エソ４パラガニ，オウナガイ填など冷湧水帝の生物群集

の産状について追捕的な陬察と考察を朗|えた．さらにシロウリガイベッド内外の地

中温度の短川連続記露，地中溢度勾配， １年嚇にわたる長聘l地中渦度の配録が得ら

れた．

大型のハオリムシならびにシロウリガイのヘモグロビンの構造・アミノ鹸配９』が

決定され．硫化水素結合部位．系統的な膀討がlllえられた．

Ecological Observations and  Remarks  on the Cold  Seep Communities

in Sagami  Bay, Central Japan

Suguru OHTA*-

Several  ecological observations  ami  remarks  on  rite coi<i seep  communities

w  the Hatsushima  site ami  Okinoyaina  site in Saganii Bay,  ccnirjil Japan  are

described.  Ihese  remarks  arc based  on  the samples  und  observations  through

the  porthole  of  Japanese  submersible  "SMINKAI  2000"  during  Dives

225-22?  in 1986,Dive  316  m  1987.  Dive  $81  in 1938  at the Hatsushima  site,

and  Dive  382 at (be Okinoyama  site. These  dives are coordinated  for (he elu-

cidation  of  biological activities. physiological  characteristics of  the  repie-

sentativc  members  of  the  seep  bemhtc  organisms,  parasitic organisms,  and

benthic  plankton.  Dtves  are guided  by  a transponder-fljisher marker.  and  new

techniques  arc  applied  for  the  interstitial water  sampling  and  subboitom

temperature  recordings.

Additional  remaiks  are noted  for several subordinate  members,  such  as 2

spccics  of  vcstimcmitcrun  lube  worms,  stone  crab  and  a thyasirid bivalve.

一 一一 一-一一一一‥ 一一一一 一 一

＊ ｜　 東 京 λ 学 海il 研 究 所

＊2(keea11 Rfs ｅａｌ･｛h Institute,

Thc Uniyel･ ｓit}lefTokyo

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　t199 ０1 1８1



Chemical  properties of the hemoglobins  of the vestment  iferaris and  Cafyp-

logena, and systematic relationships arc briefly discussed.

１ ．は じ め に

1984 年 に 始 まる 「 し んか い2000 」 を 用 い た和 模

湾 約1170m 深 の･‘ シ ロ ウ リ ガ イ群 集 ” の 総 合 的

研 究 （太 田 ほ か,  1987;Sakai ．1．1..1987; 石 井 ほ

か，1988: ｈshimot 。 。j。1..1989 ）. お よ び1984 年

－85 年 に 実 施 さ れ た 「 日仏KAIKO 計 画 」 に よ る

海 洋 プ レ ー ト 沈 み込 み 帯 にお け る 地 質 学 的 ・地 球

物 理 学 的 研 究 は ， 特 異 な 深 海 生 鯉 系 が1000 ～

60（10m と い う 大深 度 の 海 洋 底 の サ プ ダ ク シ ョ ン

ソ ー ン沿い に 存 在 す る こ と を 実 証す る とい う成 采

を挙げ て きた ． こ れ ら の 調査 に よ っ て も た ら さ れ

た 深海 生 物 標 本 は ． シロ ウ リ ガ イ類 を 指標 槌 と す

る 群災 で ，太 陽 エ ネjレ ギーに 支 えら れ た も の とは

異 な り， 海洋 底 の 沈 み 込 みに 伴 う圧 縮 に よ っ て．

堆 積物 中 から 断.鶚 面 沿い に浸 み出 す 遺 留 水中 の メ

タン も し くは 硫 化 水素 を 利用 す る化 学 合成 細 菌 を

基 幹 とす る生 態 系 であ る こ とが ．明 ら かに さ れ て

き た （遠 藤 ら ，198?:Fiala-M ≪dioni ａｎｄ le Pennec.

1989 ）． こ の 深 海 生態 系 は 東 太 平 洋 海 郢 な ど の海

洋 底 拡 大 軸 や， 背 孤 海 盆 リフ ト系 で 知 ら れ る 熱 水

喰 出 孔 の 礎 化 水 素 生 態 系 と対 極 を な す もの で あ

る ． こ れ ら 非熱 水性 湧 水 に 支 え ら れ る と思 わ れる

生 態 系 が,  1984 年 以 降 に 相 模 湾 の1  170m, オ レ ゴ

ンil11 (Suess et  al, 1985;Kulm et  at, 1986a), フ ロ

IJ ダ 海 台 裾 部 （Pa ｕll，lal ，1984.1985 ）， チ リi･ll

｛K ｕlｓ el aj . 1986b ｝ に 続 々 と 見 い だ さ れ て９:ｗ

の 注 目 を浴 び たが ， 研 究 が 開始 され る 時 点 で は い

ず れ も地 質学 的 ・地 球物 裂 学研 究 に と ど ま|1 ， 生

物 学 ・化 学 ・地 質 学 ・地 球 物 理 学 等 から の多 面 的

な 総 合 研 究 が 時=た れ て い た． 近 年 「 し ん か い

2叩0 」 に よ る 継続 研 究あ るい は 文 部 省 科 学 研 究 費

袖 助 奎に よ る 総 介研 究 を辿 して ， 我 が 国 の太 平 洋

岸 に は 太 平 洋 プ レ ート． フ ィリ ピ ンプ レ ー トの 沈

み 込 み と「掲速 し て， 深海 冷 湧水 生 物 群 集 をめ ぐ る

唯 態 伊 的・ 地 球 科 学 的 研 究 が 膝 ん と な っ た

（Ｏｈｌａ ａｎｄ Laubier. 1987; 太 田4j か ，1987:Sakai el

。1987:11a ｓl,ｊｍ０１０ ．1al..1989; 太|11 ｛編 ｝

1990Jojlai は さ ら に チ ムニ ー を伴 う人 規 扣 な 高

温熱 水 喰出 現 象 と． それに 会介 し た 旺盛 な 熱 水Iln

出 孔 ｔ.物 俳 集 が本 邦 川 辺に 政,と され た.， また諸 外

国と共同してマリアナや北フィジーなど遠隔地の

背孤海盆のリフト系躙査に参加することによって

観察と研究素材を得て，プレートの収束と発散と

いういずれも地球テクトニクスに支えられた深海

生物群集を統一的に研究する機会が増えてきた．

相模湾初島沖および沖ノ山堆をめぐる多岐にわた

る個別的な研究成果は他に譲り，二，三の生酒学

的観察を中心に袖足的に産状 も交えて報告する．

２．調査地点と研究装備

1986年度「しんかい2000｣ の扣摸i穹初島曲東洌I

A 海域で のタイプ ＃225-22716 月２日～？日:

35'(X).0'Ｎ:139°13.5″Ｅ : 水深ft 1170m). 1987 年度

の同海域のタイプ ＃316( ｎ 月20日) およぴ1988

年度の｢I･|海餓 タイプ 毒381ならびに沖ノ山坩詢西

側急雌部への タイプ＃382134 °58.5'N:139°31 .7'E

: 水深約H50 ・) の，潜航地点の海底地形の概略

図を図 Ｈこ示す( 両濁点の詳細な地形図ならびに

地賞 学については橋本ら，1987 ，1988:石井ら，

1988:Hashimoto ll ｓl..1989:内田ら. 1989:Fujioka

and Taira, 1989奮照}．潜航の主目的は， 冷湧 水

底生生物群集の観察と採集の他に，群築の生理活

性測定( 小池ほ か，1988)，寄生生物の研究【三

浦. 1988, 】990).堆積物および岡隙水採取( 川

澤ほか，1988)，冷湧水性プランクトンの採築作

震( 菊池ほか, 1990), 主要生物につ いてヘモグ

ロビンなどの系統学的 一生理学的特性の研究

(Suzuki ，l ai., 1988.  1989a.  1989b.  1990a.

1990b). 環境測定お よび産状 のステレオ写真測

jliなどであった．

なお，これらの泌航には新しく鬩発した測器が

いくつか投人された． 水中音響トランスポンダー

と深海用フラ ッシ ャ.－を組み合わせた 水中標畿

{写真 口 は，タイプ#313  (1987年)1月15日) に

よって相模湾初口南東i･11のシロウリガイ霈檠の中

(34°59.90'Ｎ:139°13.60'Ｅ : 1 160m)に設置され，

タイプ#381  (1988 年11月 ５日} によって回収さ

れるまで同海域の「し んかい2000｣ の潜航ならぴ

に｢ 淡青九｣ による1司群集の環境をめ ぐる諸々の

研究 の 基準 点 と し て 役.･yて ら れた( λljj.



図 １　 相 模 湾 の 概 略 海 底 地 形 図 と 測 点 位 置

Fig.  1　 Ｔｏｐｏｇraphic n 呵) ｏｆ Ｓａｇａ皿ｉ Bay and ihc survey spots.

1988:Ｇａｍｏ et ・1.｡1988)。 巌素電極式現場型人型

生物呼吸鼠測定裟置｛写!IC23.111匯!水採取装置

（写真 ３． ４），納密地中温度記録Ｓ（写 奥３，

４），採水器（ｌ 生・酒井｡19883 も|鞨発され，

これらのタイプで活川された。各タイプでは上記

の測器の他に。群集構造の記繊用に鉛直方向に セ

ットした ステレ オカ メラ， ベイトトラ･，プ・手

綱 一塩ビ製密閉刑サンプ ルボ。クス・採泥管・電

動グラブ等を適宜組み介わせ潛 水船に装備した。

さらに1988年度には潛水船のペイロード・ラック･

（廂下）に閹閉式近底駲プ ランクネット(RMT 改

良 型i，サンプJレバスケット左舷側に海底直上プ

ランクトン採集用の1剥閉式プランクトンネットを

装荊した｛菊池ほか，1990参照｝。
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３ ． 観察 とい く つ かの考 察

３ ． １　 初 島 沖 の シ ロウ リ ガ イ巨 大 ベッド

音 響 ・ フ ラ ー，ジ ャー 標丿洫を設 置 した 初jJIll の シ

ロ ウ リ ガ イのjll大 の コ ロニ ーの 様 子 は， す でに 昨

し く 報 告 さ れ て い る （太 田 ほ か｡1987; 橋 本 ほ

か. 1987:Sakai ，lgl.｡1987 ） の で 重 複 を さけ る。

し か し シ ロ ウ リ ガ イ を優,li 瞿 と する 群 集 の中 に

は ，“ ナ シ ガ イ科Th5･asiridae の Ｃｓ･ｒl･gejf sp･

galf. オ ウ ナ ガ イC.  di･ｓjl･･ｌｄｇ : 写 真 ５ ）。 サ ガ ミマ

ル ハ ナ シ ガ イｊｘi,lj,1。s keJJiaφ Γ・lis. ヨ ゴ レ ゛ ナ

シ ガ イA.
 si
。Iμｆｘ や キヌ タ レガ イ科 に属 す る スエ

ヒ ロ キ ヌ タ レ ガ イ ルj,ａ。り111･･ｓ411凵 写 真 ６ ）， ツ

キ ガ イ科 の £I,ｒ,I,・via sp. （ｄ.1. 夕・ｓjlidai） 等 の

二 枚Ｈ が 堆 積物 中 に潜 ん でい る こ とを忘 れ てはな

ら な い 。 特 に シ ロ ウリ ガ イとほ ぽ1･ijじ サ イズに達

す る Ｃ。,ldloｒｒj，sp. は ， 相 佼 湾 の 初 島 お よ び 沖 ノ

lll堆 南 西 急jU 裾 部 の深 海 冷 湧 水群 集 にお い ては 從

1＆l



属槌で ある が，千 島列島の パラ ムシル鳥沖の 冷湧

水域で は シロ ウリガ イに置 き替って卓越 種となる

こ とが知ら れて いる(Kuznetsov  el al.｡1987:Scar-

lato and Ohta. in prep. ）。 ち なみ に， こ れ らの 稜

はいず れ もヘモ グロビ ンは持 たない ものの鰓 は極

端に肥 大 し， やはり鰓 組織 に共生 バクテ リア を保

有 し。 シロ ウリガイ と同様 化学合成独立栄餐動 初

と考 えら れ る（Ｋｕｚｎｅtｓｏｖ and Oil la. 1988:太田 未

発表 デ ー タ）。 ほ ぼ同 じ地 質学的 セ ７テ ィン グと

思わ れる呻 ノ山堆 では。 イガイ類 を比較的 多産 す

る（橋 本ほ か，1988 ）のに対 して。 初鵬ilpでは イ

ガイ類 が現 在の とこ ろ見つ かってい ない。

こ れら二枚貝 を捕食する止物と しては。エ ソ イ

バ ラ ガ ニ ａ ，al。。lis 。nltisp》I･･･ａ が まず あ げ ら れ

る。 陂らは シロ ウリガ イ群集内 では密集 するこ と

な く。 む し ろ 戮 ｍ 四 方に １匹 覩 度 と疎 ら に 棲

み， 多 分ljiiつた シロウ リガイをこ じ 闘けて 捕食 し

たり， シロ ウIJ ガ イ周辺 の泥 土を摘 んでい るのが

普 通 に 観 察 さ れ る （橋 本 ら｡1987 : 写 真 ９ 参

照 ）。 タ イプ＃381 で シロ ウリガイベ ッドへ のア プ

ロ ーチ 途上 で密 集個 体が 観察 され た｛写真 ７｝。

一般の深海底 の生 物では 子供 を見かけるこ とか 少

な い ものであ る が， 一つ の 岩塊 に 幼体 （発 育 ス

テ ージが異な る ）がこ の ように たく さん見られ る

の は珍 しい。 しかし，エ ソイバラガニ はシロウ リ

ガイ畔築の中では むしろ疎らで， 周辺部の7; 場に

密 集 する こ とが 石 井輝 秋 氏 の タ イプ#177 記録

（石 井ほ か，1988 ）で も指摘 で きる。 ちな みに イ

バラガニ類は 冷柳 水に特 布な もので はな く，正常

の深海底に も擶み， かつ 漁找 されて いるが。歪16

顫 の習性 と して 拷塊 や沈 本の周 辺に 身を寄 せる傾

向 があ る(Ohta.  1983  ≫o 写 真 ７の 岩塊 には カ ン

ザ シゴカイ蚓 やカ サガ イ蔔が多 数付着している の

が 兇ら れるが，観察 畤1』11中 こ れらを摂食 してい る

様 子は 見られなか った。 タラ バガニ 科の大 刷十脚

lll穀類 が， 熱 水Iln出 孔や冷湧 水生物 俳集の構成 要

貝 とな るこ とは，相模稗以 外で は11j竃西海破（僑

本 ら，1990 ）.illl繩 海 盆の 伊 是名小海 謝海域 ｛ 人

田，1990 ｝， オレゴン溽サブ ダ クショ ン州囗Sless

et *il.. 1985). 北 フ ィ ジー 海 盆 （ 太111ら， 末発

表j で 知ら れて いる が， ファ ン・デ ・フ ーガ の|

58011 の熱 水海域 では。こ れが クモ ガニ科 の 圸x,･.

ｍｔＸｓ･ia にir き 矜わ ってい る(Tunniclifft' ・lal.｡

1985) の は 而 白 い 。 ち な み に ， 北 フ ィ ジ ー 海 盆

(1980m) で は ，Byt ｈｏｇrａｅｉｄａｅ の 短 尾 顫 と タ ラ バ

ガ ニ 科 が| 司 時 に 出 現 す る が ， マ リ ア ナ 背 孤 海 盆 で

は タ ラ バ ガ ニ 矜 は 出 現 せ ず( 水 濠360{} ｍ は タ ラ

バ ガ ニ 利 一に は 深 す ぎ る た め か) ， フ ァ ン ・ デ ・

フ ー ガ で は ク モ ガ ニ 科 の み ， そ し て 日 本 の 冷 湧

水 ・ 熱 水 噴 出 孔 で は イ バ ラ ガ ニ 顫 の み が 出 現 す

る 。 た だ し そ の 種 類 は 水 深 と 地 域 に よ っ て 異 な

り ， 遠 州 湿 の2000 －4000m の 冷 湧 水 帶 で は ゴ カ

ク エ ソ イ バ ラ ガ ニ Ｆｏｍｌ。。,lls vcrrilli 認 さ れ た

( ＫＡＩＫＯ- ＮＡ ＮＫＡＩ 計 画 ： 太 田 。 未 発 表) 。

ソ ウ ヨ ウ バ イBacci 。zim ｓｇyｇ･Ilgn･ａｅ や サ ガ ミ バ

イ Ｓ. ｇｊａ。llla,Ill。l お よ び 未 記 載 種JN' ゆ11 。ｌｆａ ｓｐ. な

ど の エ ゾ バ イ 科 の 大 型 腹 足 矧 も 。 シ ロ ウ リ ガ イ ベ

ッ ド 中 に ｌ 飼 体 ／m2 程 度 の 密 皮 で み ら れ る 。

３ ． ２　 初 鳥 南 東 沖 急 崖 裾 鄙 の 北 側

1988 年11/120 口 の タ イ プ ＃316 は 。卜 大 な シ ロ

ウ リ ガ イ ベ ッ ド 北 側 の ハ オ リ ム シ 群 集 の 観 察 と 採

集 を 主 日 的 と す る も の で あ っ た 。 潜 航 点 は ト ラ ン

ス ポ ン ダ ー ・ フ ラ ッ シ ャ ー1:１ 毳 を 起 点 と し て｡

1160 ―1130 ・ の 深 度CIII で ， ほ ぽ 真 北 に1111い 密 災

生 物 群 集 の 探 索 を|;;| 始 し た 。H60m 以 深 は 傾 斜

が や や き つ く ， 灰 緑 色 の 凝 灰 貲 細 粒 シ ル ト 性 の 垠

稙 物 に 川 積 さ れ て お り ， 何 と な く 不 毛 な 感 じ を 唾

け た 。 水 深1  120m 以 浅 は ス ク リ ー と 火|lj 性 お よ

び 火 山 性 堆 積 岩 の 岩 盤 と な る 。 ほ ぽ 等 深 線 沿 い に

精 充 す る 途 上 。 大 蛇 の 這 い 跡 を 思 わ せ る 幅50cm

程 度 で 延 々 と の び た 痕 跡 を 視 認 し ， 搭 乗 者 一 同 当

初 は 狼 狽 の 跡 を 隠 せ な か っ た 。 石 井 輝 秋 氏 が｢ 覦

青 九｣ で｢II 筒 塰 ド レ ッ ジ 採 襲 を 行 っ た 形 跡 で あ ろ

う 。 こ の 溝 の 底 に は 糀 柆 砕 丿好物 が 見 ら れ た 。

途 中 で 見 か け た シ ロ ウ リ ガ イ ベ ッ ド は 】Ox

10m ，5 ×4 ・｡1 ×1.5m と や や 小 振 り で あ り な

が ら 。 ほ と ん と″死 殼 を 見 か け な い 極 め て 旺 略 な 生

育 ぷ り で あ り ， そ の 境 界 は 極 め て シ ャ ー プ で あ っ

た 。 パ 。 チ 内 の 現 存 量 は 骰 込 み 麗 重 量 で Ｍ】kg/m2

級 と 推 定 さ れ る 。 こ の 堆 積 物 の 厚 み は せ い ぜ い10

―  15cm で ， 地 中 温 度 プ ロ ー ブ は い ず れ も 冫l 盤 に

当 た り ， そ れ 以｡ 匕 は 刺 人 で き な か っ た ， 青 響 ・ フ

ラ ーyジ ャ ー 慓, 瀛 を 置 い た 集 中 調 査 地 点 で あ る11E λ

シ ロ ウ リ ガ イ ベ･ ， ド の 場 所 と は 。 表 層 堆 積 物 の 厚

み が 衂 い と い う 立 で 異 な る 。 し か し 。 シ リ ウ リ ガ



イの生ずrがあまりに旺盛かつjS 辺海底とは明瞭な

境界線をなしてパッチ を形成し， また後述するよ

うに地下から海底面への物質移動 を明瞭に示す温

唆異常がみられるため，シロウIJガイパフチ下に

はi=liいロ ートをなした湧水から析出した炭巌カル

シウム貿のコンクリーションの存在 を想 像させ

る。

12 畤10 分(35 °00.10'Ｎ;139°12.61'E : 口30m)

ついて目的としていた大型のハオリムシのパ
ｙ
チ

を発見した。西側の忽雌から剥落したと思われる

火111性堆積岩のタルス地形に巨大なスラブが散在

し. &10cm 厚の灰緑 色凝灰質細柆シルトに覆わ

れた景観に入ると。写真８に示したような数10匹

から100匹程度の叢状のハオリムシの群落がいく

つ か目についた。先端部 の直径で1  cm. なめ ら

かにテ ーパーした管をgj30 ―40cm 水中に持ち上

げている。瑚軒なラフパ状の突起が棲竹に認めら

れないことが一つの特徴となろうか。下半分の長

さはスラブの下に差し込み，岩盤に付若すること

に よって体全体を支えている。従って。マニピュ

レーターで採集しようとしても容易なこ とではな

い。竹は皿傷に採集された場合ｌｍ弱の掻さに達

するが， 竹内の帳体部を圧壊しないように，10 本

ほどを紬めて掴むのが良い標本を採集するコツで

あ る。竹の光端から濃榿 色の鰓突起をil(113c ●

ほどの花弁状に闥くが，何よりもその中火部に雌

蕊のように突 きだしロート状に広げた淡緑白色の

・bturaculum が可憐で ある{ 写1･S 9 }。 分餓的 に

はX,ａ。,fjjl･braehiaに属すべきものであるが，あき

らかに新独である。採集された標本は，分釧形慂

学，血液ヘモ グロビンの分析，管の化学成分の分

析1 複介硬蛋白である：東北人学菊池康 火氏私

信)，体後部の栄養体に 共生する化学合成剥||liの

電子顕微鏡観察に供した。この大ハオリムシの川

辺にはシロウリガ イの死骰が まぱらに散在する

が。現在生訂するシロウリガイのパ･｡チは弛つ か

らない。底上をマ ニピュレー ターで 掘ってみて

も，元試のよいシロウリガイベ･yドにおけるよう

な黒色の桃粒堆積物はＭられない。ia 度プローブ

を当てて も｡7; 盤に阻 まれるまでの15c。の深さ

までは特に温度異常もなか･つた。

シロウリガイの密集べ･，ド妓にもこ のハオリム

シが疎らに 兇つかるが。いずれにしてもその唯心

環境 は特翼であ る。彼 らの生息 環岐は シロ ウリガ

イ群集の縁辺郤 の岩盤域であ り，そ もそ も温 度計

を地而に刺 入す るには向 かない とこ ろに棲 んでい

る。 それに して も温度捉常が殆ど紀録できないと

ころ。すな わち湧出水の濃度がおそ らく希薄であ

ろう場所 に， しかもobturaculum とい う化学 物質

収 り込み 装置を堆 積物 而よりかなり上に持 ち上げ

て悽 んでい るこ とを考えると。 かれらは強大な物

質濃縮能力 を持 たなけ れぱならないこ とに なる。

ハ オリムシの炭 素・窒素安定同 位体 比がシロ ウリ

ガ イ のそ れ とは 異 な る 挙 動 を 示 すこ と （Ｓａｉｎｏ

ａｎｄ Oh  la. 19S9) と併せ て， 今 後こ のll!】題を 解明

しなけ れば なら ない。

３． 沖ノ山 堆裾 部

相 模 湾i･IIノ山 堆南 西 側急崖 裾部へ の タ イプ＃

382 で， 湧 水生物 群集 の観 察を行う た。 まず急嵐

の 西南 】ISO。 に着 底 し， 観察 を逃 めな がらほぽ

東 北方lil』に 急匆i斜 の川に 迫 った。1115m の地点

の 小ね.i状 地形上に25 ×10m 規模のシロ ウリガイ群

蓄 を認め， 着座 後採集 と観察に移った。こ の地点

の シロ ウリガイは既して初島 坤の標識測点 より旺

盛な 止育ぶりであ り， 死殼 をほとん ど含 まず，堆

積 物内へ 深 く琳り 込ん だ貝は 般妊の1/4 程度 をの

ぞ かせる ものが 大郁分である。 また。 パ･。チの境

界が極めて明確であること も特徴で あろう。 探・

し た標 本の殼 長 モード がllcni 程 度で ある ので，

初島 サ イ トの そ れよ り も1 ―2  cm 小振 りであ

る。 前 年度 の 「し んか い2000 」｡「ド ルフ ィン3

K 」 に よ り ¶i･］一 ス ポ ッ ト の 調 査 ｛ 哨 夲ほ か，

1988 ｝とそのサ イズはあ まIJ 違わないので， 密皮

効果による ものであろ うか。 地形 とシロウ リガ イ

の 産 状 に つ いて は 僑 本 ほ か0988 ）， 内IIIほ か

0989 ）に 昂 しい 記 載が既 にな されて いる のでこ

れらに譲ろう。 なお。 シロ ウリガ イli の毒 々しい

まで に赤 色の歌体部 （写八10 ）には。橋脚 類・多

毛 頂な どの外 部寄生 生物も多種見つ けら れる。橈

脚 黷につ いては 戸FII龍附|孝士（東 京人学海 津研究

所 ）。 多毛 矧につ いて は2jlllll 之博 士（）崑児島 人

学 ）にそ の研究 を･,itした。

オウ ナガ イの 仲川 Ｃ。。ｒj,。･t,1．sp. は。 こ の部 藩

の･p よ り もむしろ 囗50 －|140m 付 近に多 く。 初

1‘iサイト よりl､ オ オーj･ガ イの1ﾋ 率は 高い ように思



われる。

シロウIJガイの濃密ベッド中に。大型で５腕の

叉棘目ヒトデ科のウデ ナガヒトデDislo。sterias

μidla,I洳l｛ＳＬＡＤＥＮ｝が シロ ウリガイの殼をこ

じ開け，これらを捕食している様子が観察された

（写真ｎ ）。こ の他にもシロウリガイ等を捕食する

可能性のある生物として，（腐）肉食性の大型の

巷貝（ソ ウヨ ウバイ，サガ ミパ イほ かの ３秡 の

Neptiinra fti：写央11 のものは未記載秡）がかなり

の密度で生息する。従来シロウリガイの捕食者と

して，あるいは湧水生酒系とノーマルな外部の生

態系との物貿・エネルギーの媒介者として，エソ

イバラガニの役割が報告されていたが。 もちろん

かれらも健在であった（写真12 ）。 シロウIJガイ

群集に特有と思われるゲングのm. 】も，例によっ

て殼と殻の介間にみられるが，鮟らがシロウIJ ガ

イを1111食する姿は今のところ認められていない。

従来，棘皮動物は海水中 の化学成分に極めて敏

!感な生物扉と考えられ，熱水噴出孔では硫化水素

や重金属が，湧出傴では芳香族炭化水素などが充

満する環境に俊入で きないと見なされてきたが，

少なくとも相模湾の冷湧水地域には小型のクモヒ

トデとともに多数産する｛写真13 ｝。 また，最近

いくつかの然水噴出孔生物 群集を砧れた際，熱水

孔から罰1離をおいて 多」臟のBｒiｓingidaeに属する

ひとで顫が多いことに気づいた。 ウデボソヒトデ

顫は海翦類や腔附動物と並 んで懸濁愈を恫･み，お

そらく熱水域の懸濁態の徴生物塊や徹小プランク

トンを1111食しているものと思われる。

急崖にさしかかると，初鳥サイトと同独と思わ

れる大型のハオリムシとともに。 初励サイトでは

希であったallいハオリムシg 写真14 〕が糸玉のよ

うに絡んで，火山性砂粁あるいは角礫岩の割れ目

に生えている。こ の新しいハ オリムシは, Dive

＃3】7のTBS 取材タイプの映像記録から筆者が認

め，本タイプでの主要な採集目標としたものであ

る。直筏２ｍ●程度で激しくループをなすが，長

さは40 ～60t。に違する。 成体のハオリ ムシとし

ては 現在最も 小型の穐であ り。 ハ オリムシ門

VEST1MENT 】FERA と有猖動勧POGONOPHOKA

をリンクする形質を備えている。この２鬥は 元来

14別する必要がないのかもしれない。

個体数が少ないものの，ヒバlj ガイ新の｜種も

足糸で 岩塊および剥いハ オリムシの棲竹に付着し

て見つかる。EPR. マリアナ・北フィジー海盆の

ものほど 大型化していない。イガイ科に属する

が，外套膜が軟体部全体を袋状に包まないという

点では，典型的な＆ljり。,ediall,s属とは異なる。

鰓糸の悲本搆造は糸鰓頬に属するが，各ラメラは

翼常に幅広く発達し，シロウリガイ顛と同様に鰓

机織に共生細･陶を保有しているので，混合食者で

あろう。

４．いくつ かの実験結果と考察

４．１　初鳥沖シロウリガイベッドの地温

測定について

相模湾初島i･111170mの シロ ウリガイベッドに

おいて，生物群集を支える化学的エネルギーを含

む堆積物下からの湧水を脚丿接的に証明 するため，

メモリー式精密地温記録器を表層堆積物下に刺人

し，長川にモニターする実験を実施してきた。

株式会ltr 離合社」に特注した耐圧6000m ，分

斛能約3/1000 ℃｡ 記録数8000 データの機棟 を用

いた。

1986 年皮 タイプ ＃225～227では，シロウリガイ

群集内紹と，数10m 離れた対照区において。 数E］

川の短期測定 を堆lj‘i物表而と表面下30c。とで記

録した｛図２；写真３．４｝。 旺盛なシロウリガイ

図 ２　 初 鳥 サ イ Ｈ こお い て 測 定 さ れ た Ａ ： シ ロ ウ･J ガ

イ ベ･ 。 ド 内 堆 積 物 表 而 下30c ・ の 地 中 温 ． Ｂ ：

対 照【3.30cm の 地 巾 混 お よ び Ｃ ： 海 底 莉 卜｡ 】c・

の 水 温 短 闡,i己9

Fig.  2　Temperature records ｏｆ Ａ : 30cl below ihe

ｓｕrｌａｃｅ sｅｄｉｍｅｎｌ ｉｎ Ihe Ｑ 心μ 囎r･HI bed.  B:

30cm  below lbe surface ｓcdigell in ihe con･

tml ar ｅａ. and Ｃ : ･11 the surface sedimeiu al

the Hatsuxhinia ｓitｅ.



昨落内の30cm 深の堆積物温度は。周辺海水温度

に比べ0.5 ～ 】℃程度高温であ った。こ れに対

し，シロウIJガイの見られない対照区では，温度

異常はその半分ほどである。これらの記録はサン

プリング間隔が１分のもので，記錨時|IUは翌日の

タイプの終わりまでの約2?時間である。図２のＣ

の直上水温は底層流の変動と共に変助するが，Ｂ

の対照区の30cm 下の地中温にはこの時 間帽では

まったく影響を及ぼしていない。しかし，周辺水

温よりは約0.4 ℃商いことは，対照区がシロ ウIJ

ガイは不在ながら，シロウIJガイベッドの縁辺部

のためであろう。Ａの連続記録は必ずしもii大の

温度災常が認められた場所ではないが，それでも

約0.6 ℃の高い異常が認められる。この劃定期間

中の緩やかな変藹が，湧水の変動を示すものか，

あるいは温度プローブ の刺入後，隣接するシロウ

リガイが姿勢を変更した結果であるかは。今のと

ころ決着がつけられない{ ａ 後の映像の比較から

は，シロウリガイの運勍はご く小さいものと思わ

れる}。測Ｓのドリフトでないことは前後の較正

と，抜き取った時の底層水温測定値が兇事に一致

していることで柾明される。

1987年度のタイプ#315 ―316では，湧水フ ラ・

クス測定の試みとして， 群集内部の堆積物表層

l{}cm および30cm の温度差を数点で測定したl 図

３)。 前半が濃密なシロウリガイ群集内部の場合

で， 周辺海 水温よ り表面下10c・ で+  0.38℃｡

3{}cm の深 きでは＋0.8℃の翼常であり， 堆積物

20cm あた り0.42℃の差。つ まりｌｍあたり２℃

の温度差にも達し，概算の地温勾配は拡大●||熱水

啗出 地帯の値 に匹敵 する。 後半が｢ し んかい

2000｣ の。マニピュレーターのスパンがjl:す限り

のシロウリガ イ群集から離れた スポットの測温

で， 川辺海 水温よ|〕衣面 下10c・ で 臺〇｡25℃，

30cm の深さでは+  0.45℃の災常であり，堆積物

20cm あたり0.2℃の差，つまりhl あたり｜℃の

温度差にあたる。いずれにしても。どうやら相模

湾のシロウリガイ群集地罰|よ単に沈み込み･;17の遺

留水の湧出のみならず，火成活動要閃が複合する

ものと薹剽された{ 木Iドほか｡1988 参!!1!}。

また。湧水をモニターするため1987年mi  lan

のタイプ＃315より1988年l】月５[|のタイプ 裝381

まで，約 １年間にわたって堆積物ド30e・1のＭ期

地温記録を得た 唱Io 。 リニアライズ|司路に欠

陥があり，ある水温拍の|,lg]辺の追従性が良くない

が，全体としては月丿頡鶫汐リズムとともに，妊川

期 一人振幅の変動が記されている。コントロー･レ

として底層水温の|可時a,1録がないのは吸念である

が，これまでの深海繋留ju の底射流向・流速およ



び温度覬測の経験 から。この地中温度 変助 リズム

ほ どの変動幅がこ の深暖 においては考 えに難い。

こ の温度記録叶 測期ll】における門脇崎 朿洌Iの群発

地胴愉報（気象庁地震予 知情報 課，19893 と照合

すると， いくつ かの厳 しい温度 変化 の後に群 発地

罠が起こ ってい る傾向 があ り。この 間におけ る何

ら かの地下活助 が暗示 された。

４． ２　 シロウ リガ イとハオリ ムシのヘモ

グロビ ンの特性 と類縁 関係

相 咬 湾 の 初島 廁東 沖 お よぴ 沖 ノ山 坩 裾 部 約

H00 ●で 採 集 され た大 型の ハ オリムシお よび シ

ロ ウIJ ガ イのヘモグロ ビンにつ いて， 高劃|大学理

学 部鈴木知彦氏， 東北 大学理学 郁高 木尚氏 と共同

で生理学的 特性 を研究 した。そ の成 果は既に 報告

済 みで あ るが(Suzuki  el al.｡1988.  1989a, 1989b.

1990a.1990b ）， その要旨の みを以下に記す。

大型 ハ オIJ ムシ｛£ａ。neiib。fjli ｓｐ.｝のヘ モグ

ロ ビンは細胞外 にあ って， ゲル滄過 泌で3000kDa

と440kDa の ２秘 類 の ヘモ グロ ビ ンに わけ ら れ

た。 たいへん大 きな分子量であ るが， 無脊椎 鈍物

で はそ れほど珍 しい わけでは ない。 ただし， ２独

顫 のヘ モグロビ ンを持つ とい う竃味で は稀な 例で

あ る。 次いで.  SDS ポ リア ク リ ルア ミド・ ゲ ル

[SDS/PAGE ］電気 泳抛で は。 前 者は さらに ４本

の17kDa 付近の鎖 と，30kDa 付近の ２本の鎖から

な って い るこ とが判明 した。 一 方｡140kDa のヘ

モグロ ビンは17kDa 付 近の ４本の鮨 のみ からなる

こ とか わかった。迎 相クロマ トグラフ ィーで構成

鎖 を単趙 し．Ａ Ⅲ釶 をア ミノ酸シ ークェ ンサーで

ア ミノ酸 配列 を決定 したとこ ろ， 多毛頬 のイト メ

ゴカイお よび 貫毛譱のツリ ミミズのヘモグロビ ン

のア ミノ酘配 列と極 めて高い 棚|同慨 を示 し，血液

蛋|’l的に はﾉヽ才リムシIIljが環形助物 に極 めて近い

類縁であ ると結 論された。 また，単 飛体 としての

A lll鎖には ３個 のシ スチ ンがあ り。 うち２個は 分

’r一内s-s 結 合 に使 われる が， 残 りの １佃 が破化

水素結 介都位 を提供 してい るであろ うこ と。つ ま

りヘモグロビ ン自体 が硫化 水素の扣 体であ るこ と

も小唆 された（sｕｚｕkiolal,｡1990a3.

シロ ウIJ ガ イIcal 夕Ｍｏｇ。I,lｓ。即・ 囗 丿赤 血球の

I扣 こ２種 類の ヘ モ グロ ビ ンを持つ が。 その う ち

Hbll の全フ ミノ酸配 歹I口136 残＆3 が決定で きた

（SI ｚｕki ，lal.｡1989a ）。2 鎖 は 互 い に 近 い 配 ﾀﾞ･||を

持 っ て い る が ， ア ミ ノ 酸 配 列 に 関 し て ， フ ネ ガ イ

*4  [/i･･adara,  Barbatia.  Sea μlalｒa l ， ウ ミ ニ ナ 科

［SI, ５
芦ajl
］， テ ン グ ニ シ 科 ［ Ｑy 油idfa ］， お よ び

ア メ フ ラ シ 科[Dolabella.  A μy ｓ,･・ 】 の 軟 体 動 物 と

比 軟 し た 結 果 ， い ず れ の ヘ モ グ ロ ビ ン と も 扣 同 性

が 低 く ， ま た Ｎ 末 端 残 基 に 他 の 軟 体 動 物 に 共 通

す る 突 起 が な い と い う 構 成 の 特 殊 性 を 考 慮 し て ，

オ ト ヒ メ ハ マ グIJ ガ イ 科 の シ ロ ウ リ ガ イ は 。 軟 体

動 物 ヘ モ グ ロ ビ ン と し て は プ リ ミ テ ィ ブ な も の で

あ る と 考 え ら れ た 。
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町真ｌ　トランスポンダー・フラ７ジャー慓I政

Photo. 1  Acoustic ljlanspoldcl･ alld flash light

marker.

町 輿 ２　 現 場 型 人 聖 生 物 呼 吸･;,:滴 定 装 μ

Pliolo. 2　 鈿s 甬 ，rｃspirｏｍｅｌｅr forlal･sｌｅ organisms.

町 ず卵　illi 密 」1巾 温,I妬,dl 器 ｛ 実 験 丿刈

P自loln.3　8111 ｝11011cm lempellal･Irｅ recol･del･ and pol･L･

walcl ’ si･:11plel’ F11clr;lted into 1he C･<tflf･

lgか’･･a bed. H-alsusliiaia ｓlle. 1 ] 7Cn｡

町 叺･i　 積 習 地 中 汕 似 己録 器( 対 照 圸1 衵

Pho10.4　SuI)| 爿)ＵｏⅢl(･siipt'‘ralurc l･4'cor(ler an(11)0  1･e

w 叭cl' sampl に 卜:ｘ11'atcd ilUu tllL- conm)l

an･;i ll;ILsu汕iltl;1 siLI･. 囗70 ｍ
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写 叺13　 シロウリガ イベッド中 のクモヒトデ

Photo. 13 Small ophiuroid in a 佃 衂1ｒjla bed.

町 真14 沖 ノ 山 堆 産 の 細 く 小 な の ハ オ1μ シヽ
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